【３年】　１０月２９日（月）６限目　：各クラス
	時間
	内容
	教師の動き

	導入

２分


	1 前回の「識字率」ではネパールが登場しました。
2 振り返りを読みます。字が読めるかどうかは命にまで関わることなのですね。
	★振り返りを配布する。


	展開
３分

２５分

	3 今日は「アフリカ」についてです。
4 ふりかえりの裏にアフリカの地図が印刷されています。見て下さい。国の名前は知っているでしょうか。

5 ワークシートを配ります。
6 今日の課題は「１８個の謎を解きましょう」です。
7 遠いアフリカと私たち日本での生活。つながりを考えましょう。

・この１８個の品物の中から、日本で暮らす私たちの
生活とつながっているものを探し、○を付けましょう。

・○はいくつ付くでしょうか。見つけただけ付けてく
ださい。
・空欄には、この１８個以外にも、あなたが知ってい
る「アフリカとつながりがあるもの」を書きましょう。

8 個人で考える。

9 ４人班で考えて、アフリカとつながりのあるものに◯を付ける。
・リーダー（１名）とフォロワー（３名）を決める。

・フォロワーの中から、フォロワー書記とフォロワー
発表者を決める。

10 発表する。

・１班から順に何を選んだか、発表する。
	★アフリカの地図を掲示する。

★大きなワークシート（カラー）を班に１枚、配付。



	展開
１２分

	11 では、答え合わせをします！
・答えをよく聞きましょう。「もの」と関わりのある国
名が出てくるので、該当する国を地図の中から探し○
を付けてみてください。
12 感想を聞く。
	

	まとめ８分
	13 中でも、ゲーム機やスマホの裏側を知ってほしいと思います。
・「その１」を音読する。
・「その２」動画を再生する。
14 今日の授業を通して、感じたこと、考えたことを書きましょう。
・囲みの中の文章を読む。
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その１：レアメタルが紛争の火種になっていることを知ろう

出典：「国際理解教育 実践資料集」 JICA地球ひろば

その２：スマホの裏側から考える世界とのつながり
スマホを買う側にいる私たち。便利なスマホの裏側で誰かが犠牲になっていることを知っていますか？
まずは動画を見てみましょう。
特定非営利活動法人アジア太平洋資料センター(PARC)製作『スマホの真実―紛争鉱物と環境破壊とのつながり』
紹介映像　https://www.youtube.com/watch?v=pcOkTweeNrk

＊開発教育協会の教材「スマホから考える世界・わたし・SDGs」に載っている、スマホの「原材料・部品」の「世界地図」もよい。スマホの「原材料・部品」が世界のどこからきているかを示している。
（本教材 一般価格：￥2,000＋税）
★指導内容のポイント


①「自分の生活とのつながり」を実感させる。


・途上国を「海の向こうの他人事」ではなく「自分事」として実感できるように。


②「ともに生きる」視点で考えさせる。


・自分の「行動」（何を買うか）を変えることができるのは自分。自分の行動を変えれば、世界も変えられる。


　どんな行動をとっていくか、どう考えるか。（自分たちさえよければよいのか。他の国の人たちは幸せになってはいけないのか。）








「紛争鉱物」･･････という言葉を知ってどう感じましたか。


レアメタルのおかげで技術革新が進み、スマホは「低価格化」「軽量化」「多機能化」しました。そして通信は飛躍的に快適かつ便利になりました。その一方でスマホの「大量生産」、最新モデルへとどんどん「買い替えさせる仕組み」、「大量消費」「大量廃棄」が同時に進みました。


先進国ではスマホの恩恵を享受する一方で、原料を提供している途上国では紛争が絶えないという現実がいまだにあります。なぜならその鉱物が大きなお金になると知っているからです。


あなたが持っているスマホの裏側に、途上国の人々の血や涙があると知って、今、どのように感じますか。








